「あー、きみかね、小屋の封鎖を解けと言ってきておるのは。しかしあそこを開けると、シ
ヤーク団が悪さをするんでね。まあ、子どもは、野球でもやって遊んでいなさい」と、ぽく
にバットを手渡した。「それはわたしからのプレゼントだよ。今度の選挙よろしくと、お父さ
んたちに伝えておいてね。むふふふ」
ぼくはしかたなく、バットを受け取って、市役所をあとにした
〓『普通のバット』を入手した。アイテムリストにチェックして…37
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「そうだ、ぼくにはこいつがあったんだ!
とっさに殺虫スプレーを取り出し、巨大アリに向けてプシューと吹きかけた。
「うぎゃぎゃぎゃ-」巨大アリといっても虫には変わりない。やつは殺虫スプレー
の威力にのたうちまわって苦しみ、あっという間におとなしくなってしまった。
◆アイテムリストから『殺虫スプレー』を消して…190
◆アイテムリストから『殺虫スプレー』を消して
187
こうなったら、先制攻撃だ!歩くキノコにバットを振りおろした。が!スカッ!
ヤツは、馬鹿にするように、いきなり胞子をまき散らした。

